



























こもり平均年数は 14.6年で 9-22年と開きがあった。 










































2. 子どもの心への直面による認識の変化  
母親は〈孤独感からの解放〉により徐々に〈子ども
の姿への直面化〉が可能となった。他メンバーの語り
を傾聴し自らも語ることで〔語り合いで気づきの深
化〕が図られた。これは〔混乱状態からの脱出〕や「家
で子どもとの関わりで気づかされる」「対処の仕方が
わかる」などにつながった。〔講演会で学習の深化〕
は「あの子のこと何もわかっていなかった」「受け入
れることが第一」など、子どもへの批判的な見方から
理解の視点へと変化した。それまでの対応が〔叱咤激
励は自己の抗不安薬〕であったことに気づき、自己の
〈価値観の転換〉の必要性を認識していた。会は自己
を受容してもらえる場だからこそ、仲間のアドバイス
や講演会での学習内容を受容でき、価値観の転換に結
びついたものと考えられた。 
Ⅳ 結論 
  会で苦しみを分かち合い支えあうことで子どもに
直面でき、認識が変化していくという価値観の転換へ
のプロセスが明らかとなった。 
 本研究は平成 23年度～25年度科学研究費補助金基
盤研究 (C)(No.23593475)の助成を受けて行った。 
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